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 脊椎脊髄ジャーナル　Vol. 33　No. 10
　脊椎・脊髄損傷―診断・治療の最前線と今後の展望
　　特集にあたって   慶應義塾大学整形外科　中 村 雅 也
　　Ⅰ．急性～亜急性期脊髄損傷への治療戦略
　　急性期脊髄損傷のバイオマーカー   国立身体障害者リハビリテーションセンター　緒 方 　 徹
　　超急性期脊髄損傷に対する手術治療戦略   北海道せき損センター整形外科　須 田 浩 太
　　亜急性期脊髄損傷に対する骨髄間葉系幹細胞移植   札幌医科大学整形外科　廣 田 亮 介
　　亜急性期脊髄損傷に対する MUSE 細胞移植   東北大学脳神経外科　遠 藤 俊 毅
　　亜急性期脊髄損傷に対する iPS 細胞由来神経幹細胞移植   慶應義塾大学整形外科　名 越 慈 人
　　Ⅱ．慢性期脊髄損傷への治療戦略
　　軸索阻害因子の克服   慶應義塾大学整形外科　伊 藤 修 平 
　　慢性期脊髄損傷に対する細胞治療とリハビリテーションの融合 
　　　  杏林大学リハビリテーション科　田 代 祥 一
　　慢性期脊髄損傷に対するリハビリテーション 
　　　  和歌山県立医科大学リハビリテーション科　垣 田 真 里
　　慢性期脊髄損傷患者における臨床現場での課題   総合せき損センター整形外科　益 田 宗 彰，他

Nomade
　  兵庫医科大学整形外科　橘 　 俊 哉
イラストレイテッド・サージェリー
　腰椎椎間板ヘルニアに対する後方進入内視鏡下手術   徳島大学整形外科　八 木 　 清，他

編集上の都合により内容が若干異なる場合がありますので，ご了承ください．
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本誌では「読者の意見（Letters to the Editor）」を設けております．読者交流の場とし

て意見交換にご利用いただきたく，下記の要領で編集室宛に原稿をお寄せください．ま

た，読者アンケートを三輪書店のウェブサイト（URL：http://www.miwapubl.com/）で

受け付けておりますので，ご協力をお願いいたします．

趣 旨

①掲載論文に対する意見．

②編集方針に対する意見，希望など．
＊①に関しては，著者側からのコメントも掲載いたします．

執筆内容

①本文は図表も含め 1,200 字以内（文献は 3文献

以内，写真・図・表は 1点以内とし，その数に

応じて本文を減じてください)．

②筆者名，所属名を明記してください．

③著者側からのコメントは 600 字以内．

採 否

編集委員会で決定いたします．不採用の場合は速

やかに連絡いたします．また，採否のいかんにか

かわらず，原稿は返却いたしません．

そ の 他

・論文掲載後 6 カ月以内に意見をお寄せくださ

い．

・文章は書簡の形式（口語体）としてください．

・原稿は多少の字句の変更をさせていただくこと

がありますので，ご了承ください．

・採用の場合は掲載誌 1部をお送りいたします．

『脊椎脊髄ジャーナル』編集委員会
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